
「荷主と運送事業者の協力による取引環境と長時間労働の改善に向けたガイドライン」について

トラック運送事業における取引環境の改善及び長時間労働の抑制に取り組むため、厚生労働省、国土交通省、学識経験者、荷
主、トラック運送事業者等により構成される「トラック輸送における取引環境・労働時間改善協議会」を中央及び各県に設置。

荷待ち時間の削減や荷役作業の効率化など長時間労働の抑制を図るためのパイロット事業について、平成２８年度及び２９年
度の２か年度にわたって４７都道府県で１０２事業を実施。

その成果として、さまざまな地域・荷種・取組方法による、計100件を超える事例を収集、その成果を「ガイドライン」およ
び「事例集」としてとりまとめ、公表。

【ガイドラインのイメージ（予約受付システム導入の例）】

○ガイドライン・事例集はこちらに掲載しております

トラック輸送における取引環境・労働時間改善中央協議会

http://www.mlit.go.jp/jidosha/jidosha_tk4_000022.html

○事例集は分野別になって
おります

・農・水産品

・金属機械工業品

・科学工業品

・軽工業品

・雑工業品
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